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第3回 通常総会 ・研究成果発表会

日

場

※第

時 平 成5年6月25日

所 京 橋 会 館(東 京都中央区銀座1丁 目)

3回 通 常 総 会(午 後4時 ～5時)

議  題 第1ttf!P案

第2号 議 案

第3号 議 案

第4riF」議 案

92年度事業報告及び収支決算について

93年度事業計画及び収支予算について

理事の選任について

その他

※研 究成果発表会(午 後1時30分 ～4時)

①制限言語研 究会(委 員長 ・内田裕士)

 翻訳精度 を向上 させ 、翻訳 コス トを低減 させ るため文書記述面か ら一定の

 制限 を加 える小 日本語、サ ーバ利用で 自動 前処理技術の 糸 口を探 る。

② システム利用技術研 究会(委 員長 ・牧野武則)

 翻訳 を工学 と して とらえ、プ ロセ ス管理、ユーザ辞 書、 文書管理面か ら問

 題提起 と対応策 を検 討。ユ ーザ実態調査か ら も問題解決策 を模索す る。

③ システム評価研 究会(副 委員長 ・横山晶一)

 日本 語の翻訳困難例 文を摘 出 し、その言い換え例 の検討結果 を提起す る。

 機械翻訳 システム、 自然言 語処理の双方か らのアプ ローチで効率的翻訳手

 法 を模索す る。

④講  評
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≡≡ ≡利用 技術研 究会 ≡≡≡

機械翻訳システムの利用状況調査

 機械 翻訳利用技術研究会では、効果的なシステム

利用方法 を探 ることを目的として、ユーザ事例の ヒ

ァ リングと共 に、ユーザにおける機械翻訳 システム

の利用状況の調査 と結果の分析 を行なっている。

 機械翻訳システムがユーザに提供 され始めて数年

になる。あるユーザはその翻訳品質を問題に し 「利

用できない」 といった否定的な評価 を与え、他のユ

ーザは利用方法を工夫 し、「利用 目的を限れば充分に

利 用で きる」 といった肯定的な見方を しているとい

うように、システムに対する評価は多様 であ る。

 いずれにしろ、現在の機械翻訳 システムは、ワー

プ ロの ように誰で も簡単に使 え、高品質の翻訳が得

られるというシステムではな く、 システムの能力を

理解 し、効果的な利用方法 を工夫することが必要だ

と認識 されている。 この状況 は近 い将来のシステム

の能力の向上 を考慮 しても、翻訳が創造 を伴 う限 り

大 きくは変わ らないだろう。

 機 械翻訳 システムは、忘れるこ とがない大容量記

憶能力と高速演算能力を もったコンピュータの特長

を活か して、人間には実現できない程の大量高速翻

訳 と翻訳の低コス ト化を実現す ることを目的 として

いる。

 これらの能力を積極的に活 かす利用法が、人間翻

訳者 とは異 なった新 たな文書翻訳手法 として確立 さ

れるだろうと期待 されている。

 ユ ーザ調査では以上の ような観 点に立 ち、現在ユ

ーザが機械翻訳システムをどのように利用 し、効果

を上げているか、 あるいは問題 を抱 えているかを調

べることを目的 とした。

 ア ンケー ト調査では、 まだ30件 程度(4/23現 在)

と回答数が少な く、統計的なまとめはで きないが、

丁寧な回答が多 く寄せ られているので、ユーザの利

用状況の概観 を知 るには充分であった。今後 も継続

して分析 を続 け報告するが、 ここではその概要のみ

を報告することにす る。

効果的な利用のポイン ト

機械翻訳は、文書 を工学的に処理するッールであ

る。工学的にというのは、翻訳者 による手.1二芸的、

芸術的翻訳ではな く、高速に低コス トで、ある品質

の翻訳 を行な うということである。この観点に立て

ば、限 られた性能の機械翻訳 システムの有効な利用

方法 は、効果的な翻訳プ ロセス管理 と適切な翻訳品

質管理に帰着す る。

 文書の翻訳のプロセスは、お よそ、原文作成か ら

機械翻訳のための前編集、機械翻訳、後編集、 さら

に品質の向上 のための リライティング、文書編集、

版下作成 といったプ ロセスからなる。このプ ロセス

にさらに辞書作成 ・維持が加わる。このプ ロセスに

おいて、文書処理の全体が コンピュータ上でなされ

るにして も、前編集、後編集、 リライテ ィングとい

った編集作業は人手に頼らなければならない。 これ

ら人手の介入が、機械翻訳 を用いた翻訳プ ロセスに

おける時間 とコス トの ボ トルネックとなっている。

 翻訳品質の管理 は、プロセスの管理と表裏一体で

ある。 前編集 に時間をかけ、後編集の作業を簡略化

するか、後編集に力を入れ品質 を確保す るかは判断

が難 しい。 日本人が 日英を使 うときには前編 集に、

英 日を使 うときには後編集に力を入れるのが常識的

だが、果た してそうだろうか。 また、コンピュー タ

資源、機械翻訳のC1語 資源 を有効に利用す るには「利

用する入」の問題 も重要である。機械翻訳システム

を利用する際、 どのような資質を持 った人が どの よ

うな体制で システムを運用す るのかが有効なシステ

ム利用の側面でもある。

[ユ ーザ調査項 目]

 この ユーザ調査では、ユーザでの機械翻訳の利用

の実態、特 に機械翻訳の運用、品質の管理方法につ

いて調査す るこ とと、機械翻訳システムの利 用面で

大 きな要素であるユーザ辞書、 さらに業界、学界で

の用語辞書の状況 に関 して調査を行なっている。 こ

れら調査の内容 と目的は次のとお り。

1)シ ステム利用状況

 機械翻訳 を用いた翻訳のプロセスと品質の管理に

重点を置き、 どの ような資質の人がどのようにシス
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テムを利用 しているかを調査すると共に、翻訳技術

者の育成について も調査する。その結果か ら、機械

翻訳システムの効果的な利用法、 さらには機械翻訳

を積極的に利用 していく環境 について検討する。

2)ユ ーザ辞書、専門用語辞書の作成 ・維持

 辞 書の作成 ・管理 はユーザ にとってかな りの負担

になるといわれている。ユーザが開発 している機械

翻訳のための辞書の開発 ・利用状況を調査する。辞

書に係わる課題 を整理 し、ユーザ間での将来の辞書

共有の可能性 と、方法について検討する。

3>業 界、学界での用語辞書の実態

 用語の統一や管理の 重要性 は改めて云 うまで もな

い。各種1二業会や協会、学会では、その分野におけ

る用語をまとめ、管理 しているところが少な くない。

そ うした用語集、用語辞書の状況 について調査 し、

機械翻訳 システムでの利用に関 して検討をす る。

調査結果の概要
 回答が寄せ られた中で、機械翻訳 システム を組織

的に利用しているユーザ と個 人で利用 しているユー

ザがほぼ 半々であった。

 個 人で利用 しているユーザには、機械翻訳 システ

ムの利用に極めて積極的なユーザが 多くシステムに

対する期待が高い。半面、実際の利用については大

量の文書の翻訳を行なっている人はほ とんどな く、

レターや文献の翻訳に利用 している程度である。

 しか し、個 人のこうした利用は、機械翻訳 システ

ムが広 く受け入れられた ときの一般的な利用形態で

あ り個人利用の形態 と利用の際の課題 を整理するた

めの有用な情報が含 まれている。

 機 械翻訳 システムを大量の文書翻訳に用い商用べ

一スで利用 している
、あるいは利用 しようとしてい

るユーザは、圧倒的に翻訳会社が多い。その次に多

いのが製造会社のマニュアル制作部門、翻訳部門で

ある。

[シ ス テ ム 利 用 調 査 の 分 析]

 機械翻訳 システムの利用状況に関するア ンケー ト

の回答 をまとめた ところ、現在では次のような実態

が把握で きた。

 機械翻訳 システムを組織的に利用 している大規模

ユーザ は機械翻訳 システム利用可能端末一台、一月

当たり、数百ページか ら千ページの文書 を翻訳 して

いる。マニュアル、技術文書、特許 などを対象に し

ているところが多く、品種を限定 して効率を上げよ
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うとしている。 これ に対 して、個人等の小規模 なユ

ーザは数ページか ら数十ページである。マニュアル

の素翻訳や文献の流 し読みに使っているケースが多

い 。

 前編 集にかける時間は., ペー ジ当た り数分か

ら15分 程度で、後編集に費やす時間は一般 に前編集

よ り長 く、10分 か ら30分 の範囲に入 るものがほ とん

どである。前編集は日本語に対 して行なわれ るのが

多 く、主に、長文を短 く区切 ることや、省略 された

要素を補って翻訳 しやす くすることがお もな作業で

ある。

 後編集では訳語のチェック ・修正のほか、機械翻

訳では出力で きない訳文への書 き換え(清 書)が お

もな ものであ る。これ らの翻訳周辺作業は、 システ

ムの性質によっても違いがあるが、実績のあるユー

ザでは、編集や辞書登録 に関す るノウハ ウを蓄積 し

てい るところが多いようである。中には、機械翻訳

システムの能力をサポー トする機能 を独 自に開発 ・

運用 しているユーザ もある。これ らのノウハウやサ

ポー トツールは、後述の作業者人材の育成に も直接

寄与するものである。

 機械翻訳システムで実際に作業す る人は一般に、

前編集者 ・後編集者 ・リライタ ・オペ レータに分類

され る。小規模ユーザでは当然、同一の人が複数の

作業 を行なっているが、大規模ユーザで も必ず しも

分業 しているわけではない。 また、 その英語力も、

スペ シャ リス ト(英 検1級 程度)ば か りではないこ

とがわか った。これは、システムを使いこなす上で

は英語力はある程度あれば十分で、む しろシステム

の特性 を知ることが重要であることを意味すると思

われ る。

 作 業者の育成はほ とん どのユーザが社内で独 自で

行なっている。機械翻訳システムを使用 した経験 を

もとにした意見や要望 に中では、 まだ翻訳品質の向

上を求めるものが、特 に日英 システムのユーザ に多

い。 しか し、利用実績のある大規模ユーザでは、品

質に対する要望 より、システムの操作性や他システ

ム ・他ソフ トウェア とデータの流通を容易にす るこ

とを求める声が 目立 った。 これは、現在の システム

の翻訳能力を理解 したうえで、いかにシステム全体、

あ るいは翻訳業務全体の能率 を向上 させ るかに注目

しているか らであ り、現時点でのユーザの積極的な

アプ ローチである と云 えよう。



[辞 書 調 査 の 分 析]

 調 査対象の辞書 は、独 自に作成 したある程度の大

きさを持つ辞書/用 語集であるが、加えて業界/分

野標準 と考えられ る辞書/用 語集があれば記 入をお

願 いした。 これ らの辞 書/用 語集の各々について、

以下の情報 を収集 させていただいた。

1.辞 書の概要:

  分野 ・使用目的、言語、見吊 し数。

2.見 出 しについて:

  見 出 し語の長 さの制限、複合語や慣用表現の登

  録 可否、表記.ヒの基準、見出 し語設定の基準等。

3.訳 語について:

  訳 語の長さの制限、複合語や慣 用表現の登録 可

  否 、複数の訳語の登録可否、訳 し分けのための

  情 報、表記Lの 基準、訳語設定の基準等。

4.そ の他の辞書情報 について:

  同義 語や反対語、品詞等の文法的情報、意味マ

  ー カ等の意味的情報、読み ・発音、語義の説明

  例 文等が付 り・されているか。

5.電 子化および利用形態:

  電子 化の有無、電r化 の形態(機 械翻訳の辞書

  か どうか、ファイル形式等)、容量、利用形態(ス

  タ ン ドアロン/ネ ッ トワークで共有)等 。

6.辞 書 の作成管理:

  登録 形態(一 括/対 話)、登録手続 き、辞書管理

  ツール、辞書作成 コス ト(用 語 ・対訳の選定コ

  ス ト/登 録 コス ト)、辞書の改訂頻度、公開(提

  供)可 能性、現状の問題点等。

今回は回収途中であるので、その傾向のみ概観する。

 分 野 としては、情報、通信、電子、機械、航空等

が 多く見られ、 日英 ・英nが ほぼ半々である。語数

は2,000--6,000語 程度が多い。機械翻訳のユーザ辞

書では当然品詞や意味マーカ等が付与 されているが、

語義や例文はない。RDBや テ キス トファイルで、

管理 されている辞書(用 語集)に は、各訳語が使わ

れるケース、同義語、語義説明、例文が付与 されて

いるものが少なからず ある。

 訳 語の優先順位 は使用頻度順 という回答が多いが

訳語の最終的な選択には人間の判断が必要 とされ、

今後の課題である。

 辞 書の利用形態 としては、ネッ トワークで共有 し

ている例 も多い。望まれている辞書関連 ツールには

文の登録、文章からの定型表現の抽出 と登録、登録

履歴管理等が挙が っている。

 調 査内容が細かかったことおよび作成コス ト等の

統計的データを正確 に把握 しているユーザが少なか

ったこと等 により、 卜分な回答記入を得ることがで

きない場合 もあったが、提供 可能 と回答された辞井

(数千語の大 きさ)も 数件兄 られた。これ らを参孝

に、将来の辞書流通 システムに向けて、テキス ト形

式での辞書内容の標準化等 も孝えていきたい。

調 査 の 分 析 に 当 た っ て

 翻 訳のコス トを劇的 に低減 させる 丁段は、機械翻

訳をおいて他 にはない。翻訳のコス トを桁違いに低

減 し、1/10以 ドにする可能性 を機械翻訳システム

は持 っている。

 調査結果から、充分 に機械翻訳システムの能力を

利用 しているユーザは、まだ 多くはないと見られ る。

効果的 に機械翻訳 システムを利用 してい るユーザに

見 られ る傾向は、

・翻訳プロセスの管理、人の管埋が効果的になされ

 て い"る。

・機械翻訳 に対 して長期 にわたる経験があり、習熟

 曲線が立ちLが って る。

・機械翻訳 システムの翻訳品質を見切り、その範囲

 で利用 している。

・機械翻訳技術者を自社で育成 している
。

といった点が上げ られ、さらにそれぞれのユーザで

特徴のあるシステム利用の[:が なされている。そ

れ らの工夫には、

・複数の利用者によるCIYflな どの資源の共有環境 を

 構 築 している。

・前編集の効率化 を図っている。

・版下作成でのマニュアル作成過程 を統合化 し、電

 子化 を進めている。

など、様 々な試みがな されている。

 こう した経験 に関す る情報が、機械翻訳システム

利用者の間で共有 され ることで、…層の機械翻訳シ

ステムの普及がな され、また機械翻訳システムによ

る翻訳について社会的な認知が一一rte進む もの と考え

ている。

 この調査 ・分析 は現在 も継続中であり、今 までに

回答を寄せ られた方々にお礼を申 し上げると共に、

この調査に対する皆様の一層のご協力を期待 してい

ます。御意見 ・コメン トを機械翻訳利用技術委員会

にお寄せ 下さるようお願 い致 します。

      牧 野武則(東 邦大)熊 野 明(東 芝)

      松 平正樹(沖 電気)平 田幹人(日 電)
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使用 されている専門用語

分    野   用語名称   規  格

工 作 機 械 日本機械学会刊行物 JIS, ISO工 業標準

通 信 機 械 電気通信用語辞典

       TTC標 準用語集   TTC

自動車 部 品         JIS

                lASo

プ リント回路 プ リント配線盤用語JIS

         rAA.       JPCA

自  転  車 自転車関係基準集(93/6完 成)

包 装 機 械

電

 

イ

電

タ

  自転車用語

  包装用語

気 学術用語集

  電気専門用語集

線 電線用語

ヤ タイヤ用語

燃 焼 機 器

保 安 用 品

家庭用暖機器用語

保安用品用語

ガス検知警報機用語

JIS ISO

JIS

日本標準商品分類

IEC ANSI

SAE

JIS, JATMA安 全 基 準

JIS

lls

       検知管式ガス測定量用語

ヒートポンプ 空気調和衛生用語集

       冷凍空調食品用語集

       学術用語集機械工学編

       マックロヒル科学技術用語大辞典

       科学技術25万語大辞典

石 油 化 学 プラスチック用語 JIS

塩    ビ     全     JIS

塗    料 塗料用語      JIS

       塗料用語辞典(色 材協会編)

植 物 油 油化学用語

特    許 工業所有権法令集

       米国特許実務用語辞典

頒 布 元   関 係 団 体

日本規格協会    日本工作機械工業会

コロナ社      通信機械工業会

電信電話技術委員会(93/9)   全

規格協会

自動車技術会

規格協会

プリント回路工業会

工業会

規格協会

規格協会

政府刊行物

文部省

コロナ社

規格協会

米国自動車協会

規格協会

規格協会

規格協会

産業用ガス検知警報機工業会

    全

空気調和衛生工業会

日本冷凍協会

日本機械学会

日刊工業新聞社

インタプレス

規格協会

規格協会

規格協会

技報堂出版

油化学協会

発明協会

AIPPI Japan

日本自動車部品工業会

     全

プリント回路学会

     全

日本自転車工業会

     全

日本包装機械工業会

     全

日本電気協会

     全

日本電線工業会

日本自動車タイヤ協会

     全

日本ガス石油機器工業会

日本保安用品協会

     全

     全

ヒー トポンプ技術開発C

     全

     全

     全

     全

石油化学工業会

塩化ビニル工業協会

日本塗料工業会

     全

     全

日本特許協会

     全

用籍集 ・辞典
           [(財)日 本規格協会……東京都港区赤坂4-1-24xO3-3583-8002]

JIS工 業 用語大辞典(第3版)工 業技術用語70,000余 語 を収録  29,000円(税 込み)

     土 木 ・建築 機械 電気 自動車 鉄道 船舶 鉄鋼 非鉄金属 化学 繊維 鉱 山 紙窯業 医療 ・安全 航空

     情 報処理 その他(原 子力 医療放射線 品質管理 音響 照明 自動制御 生産管理等)

JIS用 語 辞典(工 業材料編)鉄 鋼 化学 繊維 パルプ及び紙 窯業    3,800語 収録 3,700円(税 込み)

JIS用 語 辞典(情 報技術編)ワ ープロ、 CAD等 一般機械 情報処理   2,875語 収録 2,400円(税 込み)
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各種団体で作成されている専門用語

  名   称

鉄道車両用語

事務機械用語

石 油 辞 典

AI専 門用語

航空宇宙略語集

芳香族製品 ・タール

鉱業用語辞典

ガス用語辞典

バルブ用語辞典

標準DCST

アルミニュウム表面処理

工業計器性能用語集

環境計測技術用語

電気通信技術用語集

教育用コンピュータ

区 分

用語集

用語集

辞 書

用語集

用語集

用語集

用語集

辞 書

用語集

用 語

用 語

用語集

用語集

辞 書

用 語

語 数

1,000

4,000

2,000

2>000

 160

12,000

1,500

 249

 500

 500

2,000

語

英

英

英

英

英

英

勲

英

英

英

獅

英

英

英

英

国

臥

臥

既

臥

臥

臥

臥

鼠

臥

臥

暎

臥

臥

臥

臥

追 廃

5年 毎

2-3年

2-3年

10年

適宜

5年

5年

5年

5年

3～4年

仕 様

JIS

l1S

任 意

任意

任意

JIS

そ の他

JIS

団体

JIS

JEMIS

意

意

任

任

頒布元

規格協会

規格協会

丸  善

会員のみ

会員のみ

規格協会

石炭協会

ガス協会

オーム社

協  会

規格協会

工 業 会

協  会

アスキー

関係団体

日本車両 正二業会

日本事務機械i二業会

石油学会

日本航空宇宙i業 会

     全

日本芳香族n業 会

日本石炭協会

fi本 ガス協会

日本パルプ1:会

日本ダイカス ト協会

軽金属製品協会

日本電気計測器1:会

     全

電気通信協会

コンピュータ教育開発セ

ンタ

DATE

Venue

「TMI'93」2nd Announcement

July/14～16/1993

Kyoto International Community House

(2-1Torii-cho, Awataguchi, Sakyou-ku, Kyoto,606 Japan)

Program(Tentative)7/14 10.30

             11.00

             14.00

             16,00

             18.00

          7/15   9.00

             11.00

             14.00

             15.30

          7/16   9.00

             11.00

             14.00

Host

Co-operate

Opening

Session l Corpus-based Approach

Session 2 Example-based Approach

Session 3  Preference

Welcome Reception

Session 4 Rational Approach

Session 5 New Methodology

Session 6  Project

Panel Discussion

Session 7 Source Language Analysis

Session 8 Evaluation Mechanism

Session g Multi-lingual Corpus

Association for Natural Language Processing

Asia-Pacific Association for Machine Translation(AAMT)

International Association for Machine Translation(IAMT)
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一
人 間 翻 訳 と 機 械 翻 訳

TCC代 表 安藤 進

 人 間翻訳 と機械翻訳について、お話を したい と思

います。資料 としまして、雑誌 「bit」(共立出版)に

寄稿 した記事の コピー(1992年12月 号 および1993年

4月 号)を お配 りします。 これは日本語と英語の翻

訳で、人間翻訳 と機械翻訳の レベルは どの程度違 う

のか とい うテーマで まとめたものです。

 私が翻訳の世界に入 りましたのは、今か ら約15年

ほど前になります。最初の5年 間は、富士通研究所

で機械翻訳の研究開発をや ってお りました。その後

は、翻訳の発注側でII英 翻訳のチェックを英語のネ

イテ ィプスピーカ10人 ほ どの仲間 といっ しょに して

お りました。それか ら、㈱十印翻訳部の部長として、

主として英語か ら日本語に翻訳する仕事 をして きま

した。

 そ こで、本日は、これ までの経験 を踏 まえて私な

りの問題 を提起 しまして、後はみなさんのご質問に

答 える形 で話 しを進めて行 こうと考 えてい ます。

**********************

◆[日 英 翻 訳 に つ い て]

 最 初に、 日本語か ら英語 に翻訳す る場合について

お話 しいたします。

 人 間翻訳の例 としては、(社)日 本翻訳連盟の機関

誌で、会員を対象にした翻訳講座を3年 ばか りや っ

てお りまして、その講座の応募答案 を人間翻訳の例

として採用 しました。

 機 械翻訳(MT)の 例 としては、現在商用化 して

いるMTシ ステムによる翻訳の例を採用 しました。

MTシ ステムの出力結果その ままと(一 次結果)、 辞

書登録や原文を書き換えるなどの前編集をした後の

翻訳結果(二 次結果)を 用意 して、 人間翻訳 と比較

してみたのです。

 さて、応募答案の数は40、 答案作成者の年齢は20

代 か ら50歳 代、国籍は日本がほ とんどですが、米国

から応募 された人 も数人お りました。原文はプ リン

タのマニュアルです。応募者の得意分野は必ず しも

技術分野ではありません し、翻訳経験 もさまざまで

す。翻訳者 を志 して勉強中の人 もいます。

 翻訳の品質を評価する方法については、いろいろ
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な観点があると思い ますが、ここでは実務で通用す

る翻訳、つ まり商売 として通用する翻訳 という観点

で評価 して見ました。

 応募答案を、A、 B、 C、 Dの4つ のレベルに分

けて評価 しました。Aレ ベルの答案 というのは、そ

のまま使 えるというものです。残念ながら、Aレ ベ

ルの ものはあ りませんで した。Bレ ベルは、冠詞、

前置詞など、英語のネイテ ィプスピーカが原文 を見

ずに簡単に修正できるレベルです。Bレ ベルの答案

は、4例 、全体の10%で した。Cレ ベルは、原文を

参照すれば比較的簡単な修正で通用す るという意味

です。この レベルが8例 、全体の20%に な ります。

 したがって、実務的 に通用するというのは全体の

30%位 とい うことにな ります。

 次 に、機械翻訳の出力を評価 します と、一次結果

は、利 用価値はほとんどあ りませんで した。 しか し

二次結果はマ ァマ ァの出来で した。ちょっと主観的

か もしれませんが40～50%の 出来 とで も言いま しょ

うか、その位の レベル になっていました。

 人間翻訳でも、機械翻訳の二次結果のレベルに達

していない答案が全体の30%ぐ らいありま した。こ

の結果からみると、人間翻訳が必ず しもよい という

わけではないことがわか ります。 また、機械翻訳だ

か らといって必ず しもまったくダメだ というわけで

もない と言えると思います。

◆[英 日翻 訳 に つ い て]

 英 語から日本語に翻訳する場合について、お話 し

いた します。

 実 例 としましては、私が翻訳会社にお りました頃

今から一年ほど前にな りますが、実施 した トライア

ルを紹介 します。新聞広告 を出 し、翻訳者 と機械翻

訳の後編集者の募集を したのです。全国か ら600人 近

い応募者があ りました。 トライアル問題の題材はコ

ンピュータ、通信、半導体で した。

 応 募者 に問題 を送 りましたところ、約半数の人が

ギブア ップ して しまいました。つ まり、問題の内容

を見て自信をな くして しまった と思われます。一般

に、翻訳者にな りたいと考 えている人の数は多いの

ですが、技術的なバ ックグラウン ドを持 っている人



が少ないということがわか ります。それで も、300人

近 い入が答案を返送 して きました。その答案 をA、

B、C、 D(不 合格)と いう4つ にわけて採点 しま

した。 その結果、Aレ ベルはな し、 Bレ ベルが5名 、

Cレ ベルは15名 とな りました。合否すれすれの中か

ら比較的良いと思われ る人 も含めて、約50名 の人 と

面接を しました。最終的には、約20名 の方を採用す

ることにな りました。

◆[で き る翻 訳 が 足 り な い]

 この数字 を見ます と現在実務の世界で必要 とされ

る翻訳 力がある方は全体の10%も いないということ

になります。英訳 について もほぼ同 じことが言えま

す。これが、翻訳業界の現実だと思 います。

 もうひとつ例 を紹介 します。(社)日 本翻訳連盟で

は、〈翻訳検定〉試験を実施 していますが、この1、

2、3級 は先程のA、B、 Cと ほぼ同 じレベルです。

毎回、200入 近 い人が応募 され ますが、その中で、1

級 レベルになる人はほんの数入です。2級 が15--20

%位 で す。3級 までで全体の30%ぐ らい という数字

にな ります。

 先ほ ど、私がかつて翻訳会社にいた といいました

が、当時、社内で見習い翻 訳者を養成す る制度があ

りまして、私がその指導 を担当 してお りました。 当

時の経験 によりますと、少 し頑張れば、 また、適切

な指導があれば伸びるとい うことがわか りました。

 残念なが ら、今はその制度はな くな りました。最

近は、翻訳会社で もその余裕がな くなって きている

ようです。 当時の教 え子は、今、第一線で活躍 して

います。

 い ずれに しまして も、即実践で使 える人 を探すの

はなかなか難 しい。また、その ような方がいて も、

その数は大変少ないのです。

◆[機 械 翻 訳 の 大 衆 化]

 自然発生的に良い翻訳者が出て くるのを待ち望ん

で も現状 を変えることは難 しいのではないか と思い

ます。

 翻訳 は特定のプ ロがや るものだ という見方をする

方が多いと思い ます。 しか し、最近コンピュータ関

連のマニュアルなど大量の技術文書の翻訳の仕事が

ありまして、従来の職 人芸的な翻訳では、業界の要

望に応えられないという事態になってお ります。

 また、NIFTY-SERVEと い う商用ネッ トワーク

があ ります。 そこで、機械翻訳 のサービスを提供 し

ています。 このサー ビスを利用すれば、簡単に機械

翻訳を一般の人で も体験で きるようになって きまし

た。

 この ような機械翻訳 とい うツールを使 って翻訳を

や って行 くというのがこれからの大 きな流れではな

いか と思います。

***********************

(以下 、出席者か らの質問に対す る応答〉

◆機械翻訳における前編集の位置付 けは?

口英語から日本語へ翻訳する場合は、後編集に颪点

を置き、 日本語か ら英語に翻訳す る場合は、前編集

をするというのが一般的だろうと思い ます。

 いずれに して も、翻訳の品質は、前編集 者または

後編集者の力量 に依存 します。

 実務的には、翻訳の全」1程の中で前編集 と後編集

をどの ように位置付けるのかが問題 とな ります。翻

訳一[1程を複雑にす ると、それだけコス トと時間がか

かるからです。

 前編集について兇ます と、問題がた くさんあ りま

す。7～8年 前、 口英翻訳の前編集者の指導を した

ことがあります。 その経験からいいます と、作業を

する人は比較的こ り性 な人が多かったと思 います。

 例 えば、かか り受けの括弧をいろいろ試 して も思

いどお りの訳文が得 られないので、何度 もや り直 し

ている。その結果、1文 に何時間 もかかってしまう

ことがあ りました。

 その結果、やればやるほ ど時間 とコス トがかかっ

て しまうことにな り、採算が合わな くなって しまう

のです。また、機械翻訳の出力が悪いために、前編

集者が無理 をして しまう。 しか し、そのわ りに成果

が上が らない とい うケースも多か った と思います。

 機 械翻訳 は高速で翻訳するというメ リッ トがある

のですが、人閲が介在するために、逆に、プ レーキ

になって しまう。

 しか し、長い目で見れば、辞書 に単語を登録 した

り、前編集をしなが らシステムを使い込んでい くし

かないと思 います。

◆前処理者の要件は英語力なのか専門分野の経験 な

 の かどちらが重要か?

口結論か ら言えば、両方 ともある程度 は必要だと思

います。私 の経験か ら言うと、英語力は、例えば、

英検の準1級 ぐらいがち ょうどいい と思います。導門

分野の知識 としては、その分野の基礎知識があれば
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1・分だ と思います。

 例 えば、コンピュータ関連では、CPUと か1/0と

か いう用語のイメージがわかる程度でいい と思 うの

です。で も、コンピュータというものを見たこ とも

聞いたこともないという人では無理だ と思 います。

 さて、翻訳業界には神話がた くさんあります。そ

のひとつが 「専門知識」なのです。翻訳を発注す る

側、 また翻訳会社で もそ うですが、採 用試験の とき

に経歴 辞を兄ます。例 えば、コンピュータ関係です

と、情報処理系の学部 を出た人、プ ログラ ミングの

経験 者だ と無条件に安心 して しまう人が多い。

 しか し、私の経験 から言うと、なにか違 うという

気が してい ます。翻訳 をす るには、ある程度の専門

知識は必要ですが、技術者指向の人と翻訳者志向の

人とではやはりタイプが違 うと思 います。

 専 門知識があるか無いかでアプ リオに裁断するの

は実情 に合っていないと思います。

 む しろ、 しっか りした明快な文章が書ける力のあ

る人の方が適 していると思います。英語力 も専門知

識 もそこそこという人の方が原文をしっか り読んで

明快な訳文を作成で きるのです。

 英 語力のす ぐれている人は、つい自分の英語力を

過信 して辞書 を引 く手間を惜 しむ傾向があ ります。

また、専門知識のある方は、自分の古 い知識で判断

しようとする傾向があります。

 いわゆる産業翻訳 というのは、ほとん ど現代が対

象です。執筆者 も同 じ時代に生 きている人間です。

翻訳の読者 も同時代の人です。例 えば、マニュアル

の翻訳では、一般に対象読者は一般のユーザーです

から、専門技術者ではない人の方がわか りやすい訳

文が作れる と思 うのです。

 また、専門用語について云い ます と、例 えば、科

学技術関連では、何 卜万語 とい う用語があ ります。

医学分野で も何10万 、いや何100万 語 とかの用語があ

るといいます。 人間は とて も覚え切れない。

 したがって、専門用語はコンピュータに任せて、

人間は考えることに専念する。 どう表現すれば、原

文の意味が読者 に明快 に伝 わるか、 とい う方向に向

かっていかなければいけないと思います。 さて、M

Tシ ステムは、それぞれのメーカによって多少違い

ますが、今の ところ、人間が相当手直 しを しなけれ

ば通用 しません。ただ、人間の手が加わると人間の

レベルを越 えられない とい うことに注意 していただ

きたいのです。

 と くに力の低い人が後編集 した場合には総 じて機

械翻訳の レベル より悪 くなる。MTシ ステムでで き

ないところは手が出ないからその ままにな ります。

一方
、MTの 方が よく知っていて よくできている部

分を手直 しして しまうので、結果的には改悪 して し

まうのです。

 ですから、機械翻訳の前編集や後編集をする人は

翻訳ができる人でなければな らないのです。翻訳の

できない人には無理な仕事なのです。MTシ ステム

を利用すれば、素人で もできるというのは、現代 の

間違 った神話のひとつだ と思います。

◆英検の資格保持者 と翻訳品質 との関連は?

口 これ も神話のひとつです。「お まえは英検の1級 を

もっているから、これを翻訳 して くれ」 とか、「あの

人は英検1級 をもっているか ら翻訳は安心できる」

とかい う人が意外 に多いのですが、ほ とん ど偏見 と

いっていい と思います。

 む しろ、先ほどお話 ししました ように、 自称英語

ので きる人の場合、悪い面の方が 目につ くような気

が します。確かに、英語力の一般的な力は相 当な も

のなのですが、つい自分の力を過信 して しまい、辞

書を引 く労 力を省いて しまいがちなのです。

 多分試験制度にも原因があるのか もしれ ません。

従来の試験 では、試験場 とい う密閉された場所で、

しかも辞書の持 ち込み も禁止され、頭のなかにある

ものが試 され るのです。

 ところが、例えば、(社)日 本翻訳連盟が実施 して

いる くほんや く〉検定 という試験 があ りますが、こ

の試験では、パソコン通信で も受験で きるように辞

書、参考書、ノー トなど何 を見て もよいという制度

になっています。

 大切 なのは、知識ではな く、理解力 と表現力だ と

いうわけです。 まだ、小規模 な試験なので、一一般の

人にはあまり知られていませ んが、今後は広 まって

い くと思います。

◆ これからの翻訳の理想像は?

口 個人的には、執筆者 と翻訳者 とリライタが一堂 に

集 まって話合いながら訳 してい くのが理想だ と思 い

ます。

 私 は、現在、フリーの翻訳者 としてやっているわ

けですが、執筆者がわかる場合、電子メールで質問

を しています。 ほとん ど、す ぐ返事が きます。
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 質 問の内容は、原文の解釈が複数 ある場合、原文

の誤 りと思われる箇所、対象読者が違 うので、こん

な意味で訳 したいがどうだろ うか、...と いったこ と

です。

 日英翻訳の場合、原文はu本 人を対象にして書か

れています。これを英語に翻訳する場合、対象読者

が、例 えば、米国人、k国 人、オース トラリア人な

のか、あるいはア ジアの入なのかで表現が違 って く

るか らです。

 翻 訳者は、原文の最初の読者になります。 また、

リライタは2番 目の,:p1L 1とい うこ とになります。この

人たちに理解できないようでは、一般;Y=u5Ltはまず理

解で きないはずです。

 英 日翻訳で も同 じことが;;zま す。英語の原文は

あ くまで、英語を母国語にしている人を対象にして

欝かれています。 これ を日本語にす る場合、読者は

u本 人にな ります。

 いわゆ る直訳では、なかなか意味がわか らない。

逆説的なEiい 方をすれば、英語のわかるひとならわ

かるという訳文が 多いのです。

 さて、産業界全体から兄ると、例 えば、マニュア

ルの翻訳では、 ダンボール何箱分 という大量にな り

ます。通常は半年とか1年 はかかっていたのですが

それでは間に合わない。

 タイム リーな翻訳でないと情報 としての価値がな

くな ります。 また、翻訳の個性が強いと、全体 とし

ての統一が とれな くな ります。

 そ こでどうして も、従来の職 人芸的なや りかたで

は、時代の要請に応え られな くなっています。やは

り、言語処理技術を活用しなければ、問題は解決で

きないのです。

 ただ、現在商用化 されているシステムは、 どうも

このような現実 を踏 まえていないようです。 したが

って、実用化が足踏み しているといった状態だ と誌

えます。

◆大量翻訳のあるべ き姿は?

口 現状 を踏 まえると、ローカルな柔らかいネッ トワ

ークでグループの コミュニケーションをとりなが ら

や ってい くという形態がいい と思 います。

 文体、川語、な どは、一一括 して管理 しない限 り、

大最の翻訳を短期間で しかも一一定の品質 を維持する

のは困難です。また、最近の英文は必ず しも明快 な

文章ばか りではあ りませ んので、意味不明な場合の

9

対処の仕方も大切になります。

 実務の世界では、 いつ も時閻 とコス トが問題にな

ります。原文に忠実 な翻訳を原taiに して、読者にわ

か りやすい翻訳 まで、さまざまなレベルがあ ります

が、その レベルに応 じて翻訳料金もLが るというシ

ステムのコンセンサ スが必要だと思 います。

 翻 訳者 とチェッカーの役割分担、発注 者と翻訳会

社の役割分担 などを明確に してい く必要 もあ ります

特に、発注側 に翻訳の品質を客観的 に判圏1できる方

があまりいないこ とも大きな問題です。

◆翻訳 は技術的バ ックグラン ドがな くて も可能か?

口結論から z.ば 、 ・r能だ と思 います。先ほどもい

い ましたが、 この業界には困 った神話があ ります。

専門技術者 と翻訳者とはタイプが違 うと思 います。

 例 えば自動 車の翻訳をする人は、整備isの 免許 を

もっている人でないとできないのか、あるいは、運

転免許証 をもっていなければできないのか。そんな

ことはないと思います。

 同 じ車 といいまして も、みなさんが利川 している

マイカーか ら兄る世界と、タクシーや トラックなど

の職業 として運転 している人たちのqtrは かな り違

い ます。 当然、仲間内で しゃべる{1 も違 います。

 ところが、翻訳 という佳事は、 自分たちの狭い世

界か ら別の八々に情報を伝えることなのです。

 極端な言い方をすれば、技術者はids.眼、 翻訳者は

複眼、であると思います。

 したがって、例えば、技術分野の翻訳者に とって

必要な資質は、技術者と話しができることなのです。

技術者が うま く表現できないこと、原文の表現のま

までは読者に意昧が1一分伝わ らないと思 われる部分

を質問で きる力、あるいはそ ういう方向性 をもって

いる人が適 しているのです。

 今 後は、翻訳を発注する側 も受注するtllilも、 お'1二

い に納得で きる座標軸が必 要になると思います。良

い翻訳 と悪い翻訳 を区別する基準 も必要です。そ う

しては じめて今後の展望が開けると思 うのですが、

まだ、時間がかかると思います。そのためにも、機

械翻訳協会 とか、翻訳連盟の ような公的な機関が率

先 して試案をlu_間に提示 していかなければな らない

と、考えてお ります。

(この原稿は、5111211利 用技術研究会で講演 した

記録テープを もとに筆者がIkき 直 した ものです)
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一
ATR音 声 翻 訳 通 信 研 究 所

「自動 翻 訳 電 話 日 ・米 ・独 間 の 実 験 成 功 」

「ATranslating Phone for Overseas Calis」

 これ らは1993年1月28日 か ら29【1にかけての国内

外のテレビや新聞で大々的に報道 されたニ ュースの

見出 しです。世界で初めての 日本、ア メリカ、 ドイ

ツを国際回線で結んで話 し手の言葉を相手方の言葉

に変えて実時間で伝 える実験は、夢を現実に近づ け

るものとして一般の 人々に も高 く評価 され ました。

 このような国際間の翻訳電話実験の大成功を花道

にATRrl動 翻 訳電話研究所は7年 間の所期の目的を

果た し、この度新たに、ATR音 声翻訳通信研究所

が関西学術研究学園都市に発足す ることにな りまし

た。 これ もひとえに基盤技術研究促進センター及び

NTTを は じめ多数の民間出資法人の ご協 力とご支

援の賜であ ります。

 新 しいATR音 声翻訳通信研究所は 「高度音声翻

訳通f言技術の基礎研究」を研究テーマに1993年 か ら

2000年 の7年 間を予定 しています。新 しい研究所で

の研究活動は前身のATR自 動翻訳電話研究所の先

駆的技術 レベルを引継 ぎ、個 々の要素技術の完成度

を高め、それらを統合化 してい くことにあ ります。

 現 在の 爵声翻訳技術では話す 入が翻訳 システムを

相 当意識する必要があ ります。例 えば話 し手はだれ

でもよい という訳にはい きません。また話す内容(話

題)、 言葉の種類、言葉の区切 り、文法 に則 った文

型、話す速度など翻訳 システムに合わせ る必要があ

ります。この状態か ら脱皮 し、話す人が翻訳 システ

ムを意識す ることな く、普段の話 し言葉で喋 り、そ

れを自動的に即座に相手の言葉に変えて伝えること

が理想です。特 に言葉のハンデ ィを強 く意識 してる

日本人が言葉の壁を全 く意識せず、自由に外国の人々

と話が出来た らどんなに素晴 らしいで しょう。 ビジ

ネスに、観光に、 日本人の活動範囲 も益々広 くなる

もの と期待されます。

 このような理想的な音声翻訳通信 は、社会での期

待が大 きい反面、克服すべ き困難な課題が山積 して

ます。話 し言葉には特有の くだけた言い回 しがあ り

時には言葉が省略 された り、順序が倒置された りし

ます。 もう少 し詳 しく見てみ ます と、図1に 示す よ

うに認識 を難 しくす る音声現象 として話者 よって異

なる発音、不明瞭な発音、抑揚 ・強調のある発音な

どがあげられます。 また、翻訳を難 しくす る言語現

象 として、会話の状況に依存 した多様な表現、意図

や態度 を表す表現、断片的 ・非文法的な くだけた表

現などがあ ります。 コンピュータにとって苦手な処

理なのです。これを解決するためには従来の手法に

とらわれず、新 しい手法が必要にな ります。そこで

課題 を次の4つ に整理 しその基礎技術の確立を図 り

ます。

(1)自 然音声認識技術

 通 常の会話では、話す速 さ、音の大 きさ、スペ ク

トルなどに音響的変形が生 じた り、会話の途中に「え

一」「ん一」…… といった間投詞や無意味な音が挿入

された りします。このため従来の静的な処理法だ け

では認識精度を上げることはで きませ ん。この問題

を克服す るため、音素モデルや 言語モデルを発話状

況に合せて動的に適応、再構成する手法 を確立す る

ことが必要です。 また人間は不特 定話者の音声を認

識で きるとともに新 しい話者の音声の特徴に迅速 に

適応する能力があります。従来の音声認識では話者

の音声特性 を標準話者の特性 とマ ッピングする方法

が採 られています。この機能を人間の認識能力に近

づ けるためには、マ ッピング自体の改良は もとより

マ ッピングをアダプティプに適用する手法の確立が

必要です。

(2)発 話韻律処理技術

 人間 が喋 る音声には文字で表記できる狭義の言語

情報以外にアクセン ト・イン トネーションのような

韻律情報や発話の意図などを暗 に示す汎言語情報が

含 まれています。人間はこの両者を利用す ることに

より内容伝達を正 しく理解 します。従 って高度な音

声翻訳通信 システムでは狭義の言語情報に加え、こ

の汎言語情報を抽出する手法の確立が必要です。更
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にアクセン ト・イントネーシ ョンや話のテンポ ・リ

ズムなどの韻律的特性 を制御す る規則 を構築 し、 自

然で多様 な音声を作成す る音声合成技術の研究 も進

めています。

(3)協 調 ・融合 翻 訳技 術

 自然 な対話では発話の状況や相手の知識を想定 し

た断片的な表現、それ らの問に不規則 に挿 入される

別の意図を持った表現、更には倒置、1.ζい直 し表現

などが現れます。 このため規則に基づ く翻訳(規 則

セ導翻訳)だ けでは限界があ ります。これを補完す

る技術 として、句や節のパ ターンとその対訳 用例 を

収集 してお き、入力された痔声を句や節のパターン

に分解 し、最 も似た用例を抽 出す る手法(用 例主導

翻訳)も 有望です。そこで、翻訳過程 を規則主導翻

訳、用例主導翻訳、 さらには内容理解 に基づ く翻訳

などの部分問題に分解 し、その後、各部分問題の解

を組み合わせ ることにより最 も確か らしい翻訳 を導

出する基礎技術の確立を図 ります。

(4)音 声 ・言語統合処理技術

 自然 な話 し言葉を正しく理解するためには音声処

理 とF-i語処 理の情報 を圧いに利用 し、その相乗効果

により精度 を高める事が有効です。例えば、不用語

とみ られがちな間投詞や副詞の 言語白く」機能から後続

の音声表現を予測 し、11wi認 識率を高めることがで

きます。 また逆に音声の抑揚や強調な どの韻律情報

を用い ることにより7SIL4コNfl処理 での構 文や意味の曖昧

さを解消 した り特別な意図を抽出することが"∫能 と

なります。このEI}`処 理 と、言語処理の接点が"発 話

の状況、 にあることに 11し 、両 折の結合について

研究 します。 また音声関連の研究を進めるためには

実際の音声ドぎ語アー タを収集 した大規模データベー

スが極 めて重要 となりますのでその作成 に取 り組み

ます。

 当研究所は上述 した4つ の課題の解決 に積極的 に

取 り組むため4つ の研究室 と企画課を配潰 していま

す。研究員は出資機関からの派遣職員に加え、欧 米

か らの研究者 も大勢いて、研n では 日本語、英語、

仏語、独語が飛び交ってい ます。1、二声翻訳通信の研

究に必 要な国際的な環境ができあがっているのです。

 この ような環境の中で、研究月標(夢)を 高めに

掲げまた内外の研究機関 と協力して研究を進 めたい

と思っています。来るべき21Uk紀 においては 「異な

る 一,語間のグローバル コミュニケーシ ョン」がます

ます現実的な要求 になるもの と思われます。本研究

プ ロジェク トの高度 音声翻訳通信技術がこの グロー

バル コミュニケーシ ョンにおいてお役に立てるよう

全研究所員が一丸となって努力する所存です。今後

ともご理解ご支援 をよろ しくお願い しす。

 (株)エ ー ・テ ィ・アール1、」:i訳 通 信研究所乙

      社 長 111崎 泰 曜、

1

自然な

話し函葉

話召によって

罠なる琵画

不明諏ね尭画

wu.鐘 調のある晃醤

r         」  
_i _L⊥ _

状況に依存した

多様な辰珊

隔り遭さや麿の六e倉 の置勘に瑠

しL画 霧モラ8ルや口腸モデルを藺 一

的にiWし て自β腸口寧聖属め濃

す.

庫図や感展を

表わす寝珊

断片的,非文法的な
  表現

隅御 【アクセントやイントネーシ

ョンなど}か ら鑑疇の口園奄簡出

し,よ り遍切な胴鋤畳鱒つ6自 奄

6砥 し:r.

Lし 含3'
.

観則に遇つく鴎駅と瑚訳用倒を用

いる■訳を岨みSわ せ.闘 訳領虞

と塾理効寧竜属め菰1r。

一 1  塞匹 顧

自然な薔声の

 認爆

 翻訳

 ゜off

「晃踏の賦況」に慮目し
.議 員慣

鳳と■購慣糧の鯛み台わセによる

帽貝効県によって蟹瞭さ奄鯛滴し.

奮鼻隠臓曝と騒訳綱屋を属めぽす.

図1 音声翻訳通信における研究課題と解決技術
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一
タイにおける機械翻訳 と言語知能研究所の役割

 タ イの研究者がタイ語をコンピュータ上で処理で

きないか、 と検討 を始めてから40年 以上が経 とうと

している。これまで、 この分野の研究はタイ語ワー

ドプ ロセッサの開発 とキャラクタ ・コー ドの割 りふ

りがメインフレーム上で始 まり、さまざまな分野の

研究者のお骨折 りによって、今 日ではコンピュー タ

端末でなに不 自由な くタイ語の文章作成 ・読み取 り

を行うことが出来 るようになった。

 一 方、英語タイ語の機械翻訳システム(MT)開

発 は、1981年 に フランスのグルノープル大学から技

術支援 を受 け、タイの研究者 グループが始めた通称

『ARIANE(ア リアーヌ)プ ロジェク ト』 に端

を発 している。 しか しなが ら、タイ語独特のあいま

い性がネックとなってプ ロジェク トその ものの進行

は遅れ、将来的な検討課題 としてタイ語特有の問題

点を多く示唆するに止 まった。 またこの時期、部分

的にではあるが、他国語との比較 を通 して見たタイ

語の言語学的な系統化モデルが示 された。この点に

ついては、タイ語の完壁 な言語モデル構築に至 らな

いのが現状 だが、それに もかかわ らず、タイ語の文

章を自由にパーシング し生成す るシステムの開発に

情熱 を燃やす研究者は後を絶 たないの も事実である。

 もう一つ、 タイ語のMTに 関する研究は、アジア

地域の多言語間機械翻訳システム(MMT)の 研 究

開発の一環 として、国立電子コンピュータ技術セ ン

ター(NECTEC)と 日本の国際情報化協力セ ン

ター(CICC)と の共同事業が、1987年 以来進め

られて来た。これはタイ語を合む五力国語(中 国語、

マ レーシア語、イン ドネシア語、 日本語)の 相互間

の翻訳を中間言語 「インター リングァ」を利用 して

行 うものである。多言語間のMTに はこのインター

リングァ方式が有効と思われ、1995年 初頭の事業完

成見込みである。

 MT開 発事業が開始 される下地 には、タイ語を母

語 としてさまざまな研究 を進めると言語上のハンデ

ィキャップ を負う、あるいは学術活動上タイ語 を使

うために起 こる不利益などを憂慮する声が、タイの

研究者の間か ら上がったという背景が ある。そこで

コンピュータ技術者 と言語学者を各大学から集い言
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語のデータをどう整備 し、構文分析アル ゴ リズムに

反映するか、研究が始め られた。研究開発プ ランは

具体化 し、タイ語の文章の分析 ・生成、またタイ語

の基本語お よび専門用語の電子化辞書作成、翻訳支

援 システム、 タイ語入出力システム、およびこれ ら

の構成要素の統合 システムと、それぞれ進め られて

いる。国か らはモンクッ ト国王 ソーンプ リ技術研究

所(KMITT)と モ ンクッ ト国王ラ ドグラバ ン ド

技術研究所(KMITL)か ら技術支援 を受 け、翻

訳 システムは定量的にも定性的に も向上 しつつある。

 NECTEC=CICCのMMT研 究 開発事業 は

国内の多くの研究機関や大学で自然言語処理分野へ

の取 り組みが意欲的に進められる状況が見 られ るよ

うになった。研究課題 としては、タイ語の文章の構

文分析が最 も多 く取 り上 げられて きた。チュラロン

コン大学のタイ語文章パーサCUPARSEは 従 属

文法アプローチを採用、AITはGPSGに よ る文

章パーサ と、 さまざまなアプローチが見 られる。 ま

た、タイ語特有の言語的特徴について も、それぞれ

課題を絞った研究が行われると聞いている。 このよ

うに、言語学的な面か らの視点 を交え、大規模MT

システムの構築を実現する基礎固めが行われて来た

こ とを評価 したい。タイ語をソース言語 としてもタ

ーゲ ッ ト言語 として も扱えるようなMTが
、近い将

来いろいろな機関か ら実用化 される事を期待す る。

 言 語知識研究所、通称Linksは1992年 に国立の研

究機関 として設立 されたNECTECの 下部組織で、

タイ政府の全面的助成 を受け、 自然言語処理(NL

P)とAIの 分野で研究を進 めるものである。 また、

国内の研究活動を奨励するためにも知的資源の提供

を行 うという役割 を果たすため、Links自 身が情報セ

ンター となる構想である。

 Linksの 目標 は以下の とお りである。

1.情 報処理、NLP、 大 規模データベースなどの

 研 究に関す る情報 を集め、評価す る。

2.NLP、AIに 関 する研究 を通 じて、システム

 開 発の妥当性 を評価する。

3.シ ステム開発の共同事業を行い、国内の私企業

 関係団体 における高度研究の知的資源 ・資金のポ



 テ ンシャル を高める。

 MT開 発 におけるLinksは 、 NECTEC=CI

CCのMMTプ ロ ジェク トに参加 し、 タイ語システ

ムの開発が他の四 力国語 とインター リングァ経由で

整合するよう指導する役割 を負う。 この点ではCI

CCの 多大 なご支援 によって、現段階ではシステム

開発におけるコーパ スとして厳選 したタイ語の文章

を用いられるまでになった。今後の改良の成果 とし

て、実用段階へ もって行 く見通 しが立って きた。

 MMTプ ロ ジェクトの所期の 目的は、 あくまで も

参加各国が多国語間でデー タ交換を効率的に行 うこ

とであ り、そのために必要な情報を準備するツール

として、MMTの 完 成がぜひ待たれ るところである。

 ところで、開発段階では翻訳結果の精度を評価す

るコーパ スセンテ ンスを用いたが、 この コーパスベ

ースに加えてテキス トベース
、語句辞書べ一ス、文

法ルールベースを揃 え、将来的な開発に向けて貴重

な資源 として活用 し定期的にシステム評価を行い現

実の文書翻訳ニーズへ対応 させたいと検討中である

る。

 コンピュータ技術者、言語学者の緊密な協調関係

に より、 ここ数年MT技 術に関 して双方の專門分野

でさまざまな問題が解決 されて来た。中で も最大検

討課題 はコンピュータ、亨語学の問題 というよ りタイ

語の言語的な特徴そのものに起因す るものであって、

タイ語の文章表現では文単位に区切 らないことから

文の認識が大変困難 とな り、そのため、語 ・文の認

識処理が難 しく、未だに語の区分を完全に動化す る

有効なアルゴリズムを得ていない。同 じうに、文章

構造の表現 も的確なモデルを兇いだ していない。こ

れ ら根本的な課題が解決 され、MT開 発の次の段階

へ進むこ とが出来るよう、今後の研究成果に期待さ

れ る。

科学技術環境 省

国立電子コンピュータ技術セ ンター

言語知識科学研究所

ヴィラッチ ・ソーンラー トラムヴァニチ

(所在地) RAMAVJ ROAD RAJTHEVJ

BANGKOK 10400 THAILAND

  AAMT法 人会員

自動翻訳 システム を利用 した

              「韓 国 ニュース速報 」
(株)高 電社(本 社大阪市)で

は韓国の最大通信企業体DAC

OMが 運営する[千 里眼]か ら

中央 日報のニュースを去 る2月

24日 か ら提供 しています。これ

は高電社が韓 日機械翻訳機で翻

訳 しPC-VANとKDデ ー タ

バ ンクに 日本語で提供 している

ものです。会員はパ ソコン通信

かFAXを 利 用 して最 も早い時

間帯で韓国のニュースを知 る事

がで きます。内容は政治、経済、

産業、金融、証券のニュースの

他観 光案内も行われています。

PC会 員はPC-VAN又 はK

OUDENSHA:KDバ ンク

に加入する、料金は50円/分

FAX会 員 は3回/日 送信、

20,000円/月

($06-628-8880,03-3256-3061)

提供(株)高 電社KDデ タバ ンク

韓国 主 な二1一 ス

 政治 ニュース

 経済 ニュース

 北朝 鮮二S一 ス

  産 業・企業二S ス

 金融 ニ ュース

  証券ニ ュー ス

  観光案内

 DACOM

Cho11¶an

〔韓国最大通ra企 叢休 〕

KDデ ー タバ ンク →
自動翻訳

本文訂正

・本一 ・↓

コ

KDデ ータバンク

LostComputer

      ゲー トウェイ

PC-VAN  E一

6666
く《 会 員 》》

FAx新 聞

ICD-NBT
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一
KAlST/CAlR(韓 国 高 等 科 学 技 術 院)

  CAIRデ ジ ョン校 コンピュータ科学科 ケ イ ス ン ・チ ョイ教 授

#KAlST/CAlRの 概 要

 KAIST/CAIRは1990年 に設 疏され、KO

SEFに 認 定された機関である。MT関 連 の過去3

年間の研究実績 として、MATES/EK(英/韓

MTシ ステム)を 開発 した。韓英MTシ ステムは目

ド開発中で、自動通訳システムの・環 として会話べ

一スの翻訳を目指す。

 r没:ウニ{トー199〔〕ぐF

 職 員数;約377八

 最近の大規模プロジェク ト=

    韓国 語情報処理プロジェク ト

    知能 知覚情報システム

    マル テ ィメデ ィア ・コンヒュー タシステム

Lな プロジェク ト提携 先=

    KOSEF基 礎 研究開発資金により運営 さ

    れ る企業 ・研究機関 との提携

将来的なゴールニニ:高度情 報処理技nfrの開 発

    英/韓MTシ ステム

    MATES/EK

    (機械 翻訳環境 システム/ uii→韓国語

#プ ロジェク ト概要

 このフロジェク トは、UNIXワ ー クステーショ

ンおよびパーソナルコンヒュータLで 作動する機械

翻訳システムのアロ トタイブの開発を目的 として、

韓国高等科学技術院(KAIST)と システム技術

研究所(SERDを 中心 とする開発グルーフが行

ったものである。

 実 施期間は1988年8月 より1992年5月 までで、韓

国科学技術省および民間2社(ダ エウー ・テ レコ ミ

ュニケー ション社、サ ンスン電機社)の 支援を受け

た。

#プ ロジェク ト抄史

 プ ロジェクトの初期段階では機械翻訳 システムの

開発の妥当性の評価を、1果題 として、小規模のMTシ

テムを汎用リスブLで 開IL、 作 業時間の面で 多少課

題を残 したが、このシステムが ト分評価 され、これ

をべ一スとして規模が大きく実用性 を持つ もの とし

て英/韓MTシ ステムMATES/EKをC言 語で

設計開発に取i)組 み、現在、MATES/EKは 英

文の韓国語訳を高速処理で きるシステム として完成

した。

#MATES/EKの 設計思想

 MTシ ステムは構成要素をそれぞれだんだん改良・

拡張 しなが ら開発するのが常識であるが、MATE

S/EKも その例にならい、まず環境の設定につい

て文法(書 き込み、改良、拡張)お よび辞書操作 と

の兼ね合いで開発方針 を決めるところから着手した。

また、環境の設定に次いで文法 書き込み用の言語C

ANNA(3種 のtransformatonを 使 用)お よびA

CF文 法(コ ンテクス トに縛 られない拡張 文法)を

開発 した。前者は意味分析、変換、文生成に、 また

後者は文章の分析 に用い る。辞,射菓作を簡便化する

ため辞1警1ニツール としてエデ ィタ、 コンバータ、 イン

タープ リタを組み込んである。MATES/EKは

トランスファ方式を採用、文生成に至る翻訳は3段 階

(英 文分析、英語一→韓国語変換、韓国語文生成)で

行う。

#MATES/EKの 特徴

 コアとして以 ドの特徴 を持つ。

※文 章の形態素解析 を川いる副次的な語の把握 と無

 条件のあい まい性排除

※ACF文 法 による一一般化LRパ ーサーの採用

※分類的規則 と辞,tr貝ljの 併 用による辞,甚;;変換

※文法のbF明 性;文 法 、1ぎき込み 、ζ語CANNAを 採

 用 、3段 階の変換 を行 う

 MATES/EKの 開 発に関 しては、 文法の開発

 に3タ イプのサ ンプル文を川いた。

※文法のスケル トン構築=Quirkの 英文法,irr lから採 用

 した.文(259点)

※ 英文の 文章構 造のパターン化=ヒ ュー レッ トパ ッ

 カー ド礼の 英文スタンダー ドセ ッ トか ら採用

 (909鼠{)

※電f/電 気関係の文法の採川eIEEEコ ンピュ
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 一 タ専門誌か ら例文の採用(1708点)

 上 記 のサ ンプル文はシステム開発段階に引 き続 き

 シ ステム試験 で も用いた。これ らの翻訳結果は、

 MATES/EKの パ フォーマ ンスが(翻 訳ス ピ

 ー ド・成功率の両面で)文 の長 さに大 き く依存す

 る と評価された。サ ンプル文の98%を 占める14ワ

 ー ド以下の文では翻訳がスムーズに行われたのに

 対 し22ワ ー ド以一r.の文では成功率が80%を 下回っ

 た。

   「

#MATES/EKの コア構成

 辞書、文法書 き込み言語CANNA、 CANNA

を用 いる文法、英 文形態素的アナライザ、韓国文形

態素的 ジェネ レータより構成される。

※辞書 電 子/電 気分野2万 語 一般 分野3万 語

 変換辞書に技術用語辞書、辞 書規則辞書を持つ

※文法書 き込み言語CANNA基 礎 オペ レーション

 と して3段 階の変換を行 う文法 ライタに対 し以 下

 の機能を与える。

 一変換辞書か ら訳語をダイナ ミックに抽出する(分

 類 規則 と辞書規則の併用〉

 一 あいまい性の処理を行 うフィル ター機能、採点

 機 能

※英文形態素的アナ ライザ

 基 本的な機能 として語の把握 と接辞の処理、複語

 の把握 と慣用語句把握 を行う。 より効率的な分析

 の ため、分類Lの あいまい性を解決す る。

※.英文文アナ ライザ

 ACF文 法454項 目

※英 文意味アナライザ

 インプ ットとして英文文ツ リーを取 り、英文意味

 ツ リーをアウ トプ ッ トする。この過程 で、フィル

 タ機能、採点機能に より文のあいまい性を解決す

 る。

※英 文の韓国語への変換

 辞 書変換 と構文変換を行 う。

 前 者は変換辞書 より的確 な訳語を毒註i出する。

 後者は英文の意昧表現 を韓国語の意味 表現 に変換

 す る。

※韓国語文ジェネレータ

※韓国語形態素 ジェネ レータ

#将 来の展望

MATES/EKの 現 代バージョンは商業べ一ス

のMTシ ステムのプロ トタイプ という性格L、 今

後は他分野の翻訳を行 うべ く辞Ifirr-,および文法の拡

 充など開発 を進める。 また翻訳晶質を高め るため

あいまい性の処理に関 してハイブ リッ ドなアル ゴ

 リズム開発 に集中する所存である。

(開発品は機械翻訳サ ミット展示会に出品のr定)

System Configuration

F°rcan

sentence
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技術早分か り(7Q)

機 械 翻 訳 用 の 辞 書

 今 回 は、機械翻訳川のfti'ii'につ いて紹介 します。

第1回 から第6回 まで機械翻訳を支える形態素解析

構文解析、意味解析、 文生成 といった技術が紹介 さ

れてきま したが、 これらの処理の全てのフェーズに

わた り基礎的な1㌃語デー タを提供す る辞;H_につ いて

のお話です。

 一口に機械翻訳用の辞、警;:と言一・て も、その処理 ノ∫

式の違いにより様 々な形態の辞t+.が存 在 します。原

文の中の語を訳語に置き換 えて翻訳する直接翻訳方

式では、訳語、品詞などの極めて単純 な文法的機能

の情報 しか必要あ りません。構 文 トランスファ方式

においては、構文木を作成するための ド位範疇化や

変形 といった情報が必要ですが、語義、格フレーム、

などの細かい意味 レベルの情報は必要あ りません。

,㌃語独、零'二の意味戎現を介 して翻訳する中間,書語方式

(ピボッ ト方式)で は、形態 ・統語 ・意味 ・文脈の

全ての レベルの、㌃語現 象を扱った辞、1;:が必 要です。

また、用例べ一 ス翻訳方式では、文字列 としての類

似度 とシソーラスを基本に しているため、形態素解

析川の情報や構 文解析用の情報を記述 した辞丼は必

.y;ありません
。

 現 在、世界中には30を 越 える機械翻訳シzテ ムが

あり、 また、白然、㌃語処理 システムまで範囲を広め

れば、その数は100以Lあ ります。これ らのシステム

はLに 述べた方式や採 用している文法に違いがあ り

これ らの方式を・r能に している個 々の辞井の差に焦

点 を当てても質的意味 はあまりありません。従って

観点を辞、1沖心に変えて、様 々な機械翻訳 方式や技

術に役 、'1二てるこ とのできるδ語資源 とLb 1[1を7L倣 し

どのような情報の蓄積が必 要とされているのか、ま

た、開発の現状はどのようであるのかについてお話

ししたい と思 います。

1.冊 子体辞書と機械翻訳用の辞書 との違い

 シ リー ズ の 第1回 に 冊 ∫・体 辞,ll:との 違 い が 簡 単 に

説 明 さ れ て い ま す が 、 こ こ で も う少 し詳 し くそ の 違

いを述べてみたいと思います。なお、L述 のように、

ここでは機械翻訳用の辞書 に、 方式に捕われないLJ

語資源 としての汎用辞 潜(つ ま り電/一化辞i射 を想

定 します。

 人間が 自然 言語でtr-,かれ た文章を理解 した り作っ

た りするためには、占葉の意味やその用法を知って

いなければな りません。同様にコンピュー タによる

自然1言語処理 も、辞 辞の中に盛 り込まれた情報 をも

とに して行矛)れます。つ まり、コンピュー タが 自然

言語を入間の様に処理 していくためには、 自然 言語

を理解するために必要な情 報や、 自然 言語 を使いこ

なすための情報などの知識を盛 り込んだ非常に大規

模な辞 辞が必要となります。

 従来、電f辞 陛(機 械 ・∫読辞、射 という名前で、

出版物 としてのIIYFiの 内容をその まま記憶媒体 に蓄

積 し、機械的手段 によって、その内容 を参照、利用

する辞 書がい くつか開発されています。 しか し、こ

れ らの電子辞書は人間が参照 し、理解するための も

のであり、機械翻訳用の辞i量桂 は異なっています。

 機 械翻訳用の辞書は、人間用の辞 、婁1:の単なる機械

可読版ではな く、コンピュータが 自然 「琴語 を理解す

るために必 要な情報 をすべて盛 り込んだ ものでなけ

ればな りません。人間用の辞 評;:は用例 によって言葉

の意味内容の理解 を促す ことが 多く、 スペースLの

制約 もあ り、細かい記述がなされていない場合が 多

い様です。 このため、膨大な常識や高度な推 論能力

を持つ 八間には役r'1ち ますが、機械処理用にその ま

ま流 用することは不"r能 です。また、語釈 文の中に

現れる言葉がその言葉の どの意昧で使用されている

のかが明記 された ものや、語と語の共起や使い方の

違いが網羅的 ・体系的に記述 された ものはありませ

ん。

 機 械翻訳用の辞詐には、L1 の意味、つ まり、 単

語が表すことので きる概念 と、その単語がその概念

を表す ときの文法的特性、 また、その概念をコンピ

ュー タが理解す るために必要な知識が格納 されてい

なければな りません。
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 従 って、機械翻訳用の辞書は、冊子体の辞書 と比

較 が して、次の ような特徴 を持つ ことが条件 とな り

ます。

(1)一 般的な文章で用いられる語彙を網羅 した大規模

 辞書

(2)本 格的な意味処理 に必要な知識べ一スを備えた辞

 書

(3)大 量 のテキス トに基づ く高い客観性 を持つ辞書

(4)言 語 や分野等 に対 し高い一般性 を持つ辞書

2.辞 書の内容 と役割

 次 に、機械翻訳用の辞書に盛 り込 まれ る内容 とは

ば どういうものであり、 どの ように機械翻訳に役立

つのかの実感 をつかむためにもう少 し詳 しく説明 し

ましょう。

(1)形 態素 レベルの情報

 形 態素 レベルの情報 としては、単語(形 態素)の

見出しおよび形態素の連接 に関す る情報 があ ります

形態素の見出 しは、文解析での最初のプロセスとし

て、入力文を構成する形態素を見つけ出すための形

態素解析で用い られます。 これは辞書引 きのプ ロセ

ス とも呼ばれ ます。また、文を合成 してい く形態素

生成においても、出力文を得るためにこの見出しが

用いられ ます。

(2)構 文 レベルの情報

 構 文レベルの情報 は、一般 に文法情報 と呼ばれる

情報で、名詞 とか動詞、形容詞、副詞 といった品詞

や あるいはさらに細分化 された品詞、その他表層格

情報や構文支配情報 などがあ ります。これ らの情報

は構 文解析や構文生成で用い られ、 この文法情報 を

もとに して解析規則や生成規則が作 られ ます。

(3)意 味 レベルの情報

 単語は複数個の概念を表すことがで きます し、ま

た一般に よく使われる単語ほど多 くの概念を表 して

います。文を解析するときには、ある単語が文の中

に現 れた ときに、その単語がどの意味で使用 された

かつま り、その単語が どの概念を表 したのかを識別

す る必要があ ります。文解析 において意味解析 はこ

の 目的のために行なわれ るもので して、意味 レベル

のの情報は、単語の多様な概 念を識別するための情

報 を与えるものです。 このためには、あらか じめ 単

語が表す ことので きる概 念を辞書に記述 しておかな

けばな りません。

 意味 レベルの情報は、単語の表す概念について種々

の知識 を記述 した知識べ一ス として用意 され ます。

文解析においては、 この知識べ一スを用いて概念の

親和性などをもとに した推論 を行ない、 多義性 を解

消することになります。

 知 識べ一スはコンピュータに理解 される形で概念

の定義を与えるもので、常識 として成 り・r:つ事象や

いろいろな知識を記述 した ものです。この知識の記

述 は、基本的 には、概念の間に成 ウニし得 る関係をす

べ て数え上 げることによってなされ ます。例えば"鳥

が飛ぶ"と い う知識は"c#鳥"と いう概念 伸 語概

念を区別するため以 ド、概念にはC#を 付加 します)

が"c#飛 ぶ"と いう概念の"動 作r'に な り得ると

いう概念間の関係 を示すことで表されます。 また、

"水 は飲み物である"と いう知識は"
c#水"と いう

概念"c#飲 む"と い う概 念の"対 象"に な り得ると

いう概念間の関係 を示すことで表され ます。

(4)語 用 レベルの情報

 語 用レベルの情報は,ご く自然な文を生成するため

に用いられ る言い回 しの情報です。例えば機械翻訳

においては主に訳語選択 を行なう際に用いられ ます。

入力文に現れた単語が どの意味を表 しているかが分

かっても、その意味 を表すことのできる訳語は複数

個存在する場合があ ります。例 えば"c#直 す"と い

う概 念を表す英語の単語は"modify","correct"
"
update"、"mend"な ど複数個存在 します。その中

か ら"c#直 す"と いう概念の対象になる ものが何か

というこ とに よって適切 な訳語を選ぶために用いら

れ ます。 この情報は、ある単語とどういう単語が共

起する(同 じ文中にある関係で現れ ることがで きる)

の か とい う共起関係 を定義 した ものです。例 えば、

"
c#直 す"の 対象が、"c#エ ラー"で あれば"correct"

とい う訳語 を選ぶ ということは"correct"と"error"

が"対 象"と いう関係で共起するという情報 を用い

て行 なわれ ます。

(5)対 訳語に関する情報

 対訳語に関する情報としては、表層的な対訳関係

の情報と概念を通しての対訳に関する情報がありま
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す。概 念を通 しての対訳情報には、ある概念 とある

概念は同義であるとか、類義であるとか、またL位 一

ド位関係であるとかなどが定義 されており、 これ ら

の関係を利川 して訳語を決めてい くことにな ります。

例えば"犬"と いう単語が持 っている概念 と"dog"

とい う単語が持っている概念が同 じであるというこ

とで訳語が選ばれたり、H本 語の"麦"と いう単語

が持 っている概念を表す単語は英語にはないのため

6麦 サ'の ドi;r概念 である"大 麦"あ るいは"小 麦"

な どに相'11する概 念を表す単語を持 ってきて訳語に

す るとい うようなことが行なわれ ます。

3.辞 書開発の動向

 この ような特徴や内容 を備え持つ、ζ語データとし

ての辞、};;は、 これからの自然 言語処理に とって極 め

て重要であ り、長期にわた り改良 を続けていかなけ

まればならない性格の ものです。その開発 ・改良は

・企業や.一国家の'ド業の枠を越えた ものであ り、 さ

らに、国家的規模で統…すべ きだという共通の認識

に 、†二って、世界のk要 地域で共同開発が進んでい ま

す。 これ らの活動は、政府機関、学会、大学、出版

社、)企業に対 し影響一を及ぼ してお り、様々な新 しい

活動が展開されています。 また、プロジェク ト間の

協力 も始 まろうとしています。

(1)北 ア メ リ力

 米 国 で は 、 辞iじ1:研究 コ ン ソ ー シ ア ム(CLR:Con-

sortium for Lexical Research》 が 、 計 算 言 語 学 会

(ACL)に 設 け られ た 委 員 会 の 監 督 の も とに 、DARPA

(Defence Advanced Research Projects Agency)

か らの 資 金 援 助 に よ っ て 、 ニ ュ ー メ キ シ コ州 蹉大 学

に   14'rさ れ 、 活 動 を 始 め て い ます 。CLRは 、

活 動 の 初 期 段 階 で あ り、 言 語 資 源 の 共 有 と い う 交 通

整 理 的 色 彩 が 強 い よ うで す 。

 新 た に 昨 年41J、 言 語 デー タ コ ン ソー シアム(LDC:

Linguistic Data Consortium)がlrilじ くDARPAに

よ り 設 藍 さ れ 、 ペ ン シ ル バ ニ ア 大 学(University of

Pennsylvania)に 設置 され ま した 。 企 業 、 大 学 及 び

政 府 機 関 に よ り構 成 され 、 ア メ リカ の 国 際 協 力 を 含

め 、 セ ン タ ー 的 役 割 を 担 う もの と思 わ れ ま す 。 将 来

はCLRと 一 体 化 す るr能 性 もあ る よ う で す 。話 し 言

葉 に 対 す る比 重 が 高 い こ とが 特 徴 で あ り、 現 在 談 話 、

文 章 、 パ ラ レル(対 訳)・ テ キ ス ト、 構 文 解 析 済 み テ

キ ス ト(PennTreebank)、 文d:検 索 、 そ して メ ッセ

一ジ理解 に関 して試験的収集を行っています。 また、

語彙、文法、そ して手書 き書体の収集 も計画 してい

ます。DARPAの 辞 辞開発活動 を引き継 ぎニュー ヨ

ー ク大学の統語辞 書、プ リンス トン大学の概念辞書

(Word Net)を 統 合 して、 COMLEXと い う辞書を

開発す るr定 です。

 米 国の第5世 代 コンピュー タプ ロジェクトにあた

るMCCで は、 tl科事 典から人手により、CYCと い

う識べ一スを10年 間プロジェク トで開発 しています。

現在、約200万 程 度の存在論的(ontologica1)知 識 が

入 っています。最終的には常識まで もコンピュタで

処理 しようとす る野心的な計画です。

 カナ ダの ウォータルー大学ではオ ックスフォー ド

英語辞典(第2版)を 辞 書データベース化(LDB)

す る計画があ ります。これは未だ研究段階で して機

械翻訳用の辞,書1:開発 にす ぐ使 える状態ではあ りせん。

 現在、客観的データの収集を目的 としてい くつの

テキス ト収集活動がありますが、互換性の問題に対

処するために、規範作 りの活動であるテキス トコー

ド化計画(TEI:Text Encoding Initiative)が1988

年か ら学会レベルで進行中です。これは、テキス ト・

デー タを始め とす る言語データを標準的資料 とする

ために、テキス ト構造 を記述す るコー ド化の標準 を

策定するこ とを活動内容 としてい ます。米国の コン

ピュータと人文科学会や、計算言語学などが支援 し

ています。米国が中心で欧州 のメンバーが加わ り、

flが ご く最近参加 し始めた ところです。

(2)ヨ ー ロツノく

 ヨー ロ ッパ では、ECのESPRIT計 画 内のAC-

QUILEXプ ロジェクト及びMULTILEXプ ロジェク

ト、EUREKA計 画 内のGENELEXプ ロジェクトに

おいて辞書開発が行われています。ヨーロッパのこ

れ らの活動における傾向は、産学一一一体(産 業 主導型)

となって辞 書開発が推進 されていることです。他の

地域 に較べ、辞 潜モデル、方法論、ッールの標準化

が…歩進んでいます。百家争鳴GPSG、 LFGと い っ

た文法理論の中で、中 寛型辞書(Neutral Dictionary)

を構 築 しようと しいます。方法論は、既存の機械 可

読辞菩(MRD)の 利 用に焦点があ ります。 ヨーロッ

パにおけるこれらの活動の概略を以下 に述べ ます。

 ACQUILEXは 、1ヵ 国語に対する辞書開発技術の

修正を目的 とした ものです。統合 された多言語辞F3

知 識べ一スの構築に応用可能です。MULTILEXは
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ヨーロッパ各国で利用で きる多言語 多機能辞書の仕

様 を策定 し、辞書データを作成 し、検索 などの統合

的 なソフ トウェア を開発 し、応用システムによって

辞書の有用性 を検証 しようというの が 目的です。

GENELEXは 共 通の辞書仕様の下でフランス語、イ

タ リア語、スペイン語に対する包括的辞書を開発 し

ようとい うものです。

 CLRの 発足に刺激 されたケンブ リッジ大学出版部

がケンブ リッジ ・ランゲー ジ ・サーベイ(CLS)と

い う多言語電子化辞書 ・コーパス開発活動を発足 さ

せ ようとしています。これは、ACQUILEXを 拡張す

る位置付けにあ り、英語、イタリア語、オランダ語、

スペイン語に加 えて、フランス語、 ドイツ語、 日本

語 をカバーする計画です。

 ヨーロッパ に特筆すべ きコーパ ス収集活動が2つ

あ りますので紹介 します。

 一つは、英国ナシ ョナル ・コーパス ・プロジェク

ト(British National Corpus Project)で 、 これは

英国英語を代表する言語データの収集を目的 にスタ

ー トしたばか りのプ ロジェク トです。オックスフォ

ー ド大学出版部、ロングマ ングループ、オ ックスフ

ォー ド大学、ランカスター大学、大英図書館が協力

しています。

 もう一つは、Network of European Reference

Corpora(NERC)で 、 ECに よ る、共同体内主要言

語化のテキス ト収集の調整活動です。収集に共通の

方法論 を用い、コー ド化 にTEIに 基づ く共通標準 を

設定 しソフ トウェア も共通の ものを開発 します。 ピ

サ大が中心 とな りヨーロッパ各国の大学や出版社の

協力の下で執 り行われています。1千 万語の収集が

現在の目標です。

 専 門 用語 に関 して述べ ます と、ECのEURODI

CAUTOM,そ してUNESCOの ド部機関INFOTERM

等 が大規模な専門用語データベースを開発 してお り、

現在では、オ ンラインネッ トワークサービスにより

世界中で利用できるようになっています。そ して、

これらのユーザの大半は翻訳者です。

(3)ア ジ ア

 ー 方、アジアに目を向けますと、注目すべ きプ ロ

ジェク トが2つ あ ります。一つは、EDRプ ロ ジェク

トで、(株)日 本電子化辞書研究所(EDR)が 、 fly

語 と英語 を対象 として大規模辞書 ・コーパス開発活

動を行っています。開発の種類 とサ イズは、単語辞

書(基 本語20万 語、専門用語10万 語)、 対訳辞書(30

万語)、 共起辞書(30万 語)、 知識べ一スである概念

辞書(概 念体系40万 、概念記述40万)、 コーパ ス(25

万 文)で す。概 念辞書は日英共有ですが、他はそれ

ぞれ このサイズの辞書が開発 されています。

 前 述の機械翻訳用辞書 としての特徴 ・内容 を備え

た ものにする計画です。開発期間は未だ2年 近 く残 し

ていますが、開発の終 了 したものから公開 してゆ く

予定です。

 もう一つは、 日本が主導で研究開発 している近隣

諸国間機械翻訳プロジェク トです。相手国は中国、

マ レイシア、 イン ドネシア、 タイの4ヵ 国であ り、

EDRの 概 念辞書 とリンクできるため、効率良い電f

辞:書開発が可能 となった事例になっています。

  [(株)日 本電子化辞書研究所 末 松 博]

KB&KS'93 (大規模知識べ一スの構築と共有に関する国際会議1993)

国 際 会 議   (12月1日 ～2日) 於 京 王 プ ラザ ホ テル

  セ ッ シ ョン[1]Academic and Social Demands for KB&KS

        [2]Language Technology and Science

        [3]Knowledge Technology and Science

        [4]Sharable Knowledge Sources

        [5]Panel Discussion

ワ ー ク シ ョ ッ プ   (12月3日 ～4日) 於 工 学 院 大 学(予 定)

     主 催(財)日 本 情 報 処 理 開 発 協 会 ・問 合せ 先[ア イ.エ ヌ.エ ス(株)03-3494-1869]
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一
英 日 ・FI英翻 訳支援 システム PENSEE-GV

沖電気工業株式会社

 PENS亘E-GV(バ ンセGV)は 、沖電気が開発 し

た日英/英 日翻訳支援 ソフ トウエアです。富 士ゼロ

ックス社の統合文ノ1;処理ソフトウエアGlobalView.L

で動作 し、図表 を含む文書 をその ままのレイアウ ト

で翻訳 します。

●高品質な翻訳

 翻訳処理は日英約9万 語、 英日約6万 語の辞書 と

独 自に開発 した深層格文法を利用 してお り、高品質

な訳文が得 られ ます。特に長文の翻訳 に威 力を発揮

します。

 従 来の機械翻訳システムは、文字情報だけ しか扱

えなかったため、入力文,舜:から文字情報を抽tP,し て

翻訳 し、その結果をワープロやDTPシ ステムな ど

で整形する作業(レ イアウ トしたり図表を切 り貼 り

するなど)を 行な う必要がありました。

 しか し、 この ような整形作業は機械的なもので、

翻訳作業全体の効率を悪 くす る要因のひ とつ といえ

ます。

 沖 電気は、この問題を解決するため、整形作業な

どの機械的な作業は自動化するという基本理念の も

るとに、人力文一}rF`1のレイアウ トや図表の情報をその

まま翻訳結果に反映す る日英/英 日翻訳支援 ソフ ト

ウエアPENS亘E-GVを 開発 しました。

●高速翻訳

 1時 間に約15,000語 の速度で翻訳 しますので、1

ペ ージあた り数 卜秒で翻訳が完 ∫します。

●翻訳オプシ ョン

 日英翻訳では、マニュアルに頻出する一ヒ語な し文

を、受動態 に訳出する(標 準)か 命令 文として訳出

する(命 令)か を指定するオプシ ョンがあ ります

 英 日翻訳では、「である」調で訳出する(標 準)か

「です ます」調で訳出する(敬 体)か を指定するオ

プ ションがあります。

〈仕様 〉

〈特長 〉

●簡単 な操作

 操 作は非常に簡単で、マウスで翻訳短象となる文

書アイコンを指定 し、プル ダウンメニューか ら日英

翻訳あるいは英 日翻訳 を選択す るだけで 自動的に翻

訳結果の文書アイコンを作成 します。 また、複数の

文書アイコンを納めたフ ォルダや文章、文章の一部

分 といった指定 も可能です。

●図表を含む文書の翻訳 とそのレイアウ ト情報の再現

 図 表を含む原文の レイアウ トや文字のフ ォン ト、

修飾情報な どはその まま翻訳結果に反映 され ます。

従って、入力文書か ら文字列部分を抽 出 し、翻訳後

にレイアウ トした り図表を切 り貼 りするといつた整

形作業がほとん ど不要とな ります。

AAMTジ ャー ナル zo

対象言語:日 →英/英 → 日

DTP:Global View

翻訳:PENsEE

ハ ー ドウエア:OKITAGS

 メ モ リ:16MB以.L(32MB以 上推奨)

 デ ィスク:400MB以 上

 (OS及 びGlobal Viewを 含 みます)

OSな ど:SUN OS 4.1.1以L

 十JLE 1.1.1以L

 +OS/FX拡 張 機能

 十Global View

基 本辞書:

 日英:約9万 語

 英 日:約6万 語

専門用語辞書(オ プ ション):

 日英:16分 野 、約5万 語

 英 日:16分 野 、約5万 語

 (情報処理、 自動車、金属、数学など)
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ユーザ辞書:語 数無制限(デ ィスク範囲内)

処 理速度:約15,000語/時 間

 (機種 によって異なります)

翻 訳オプシ ョン:

 日英:標 準/命 令

 英 日:標 準/敬 体

OCR(オ プ シ ョン):

 日本 語:SPARC Reader

 (販売元:メ デ ィア ドライプ研究所:

  認 識速度:約40文 字/秒:

  認識率:99%以 上)

 英 語:Scan WorX

 (販売元:サ カタインクス株式会社:

  認識速度:200～300文 字:

  認識 率:99%以 上)

 外 部文書の取 り込み:

  テ キス ト、JStar、 一 太郎Ver3、4、 OASYS、

  Lotus1-2-3な ど

 (テキス ト、JStar以 外 は変換 ソフ トが必要です。

zi

また、文書によって取 り込めない図形があ りま

す。)

※PENsEEは 沖 電気工業㈱、大阪ガス㈱ 、オージ

 ス総研の登録商標です。

※Global Viewは 、富士ゼロックス㈱の登録商標

 で す。

※SUNは サ ンマイクロシステムズ社の登録商標で

 す 。

〈問い合わせ先〉

沖電気工業(株)

情報通信 システム事業本部

オープ ンシステム事業部

市場開発部

TEL,03-3454-2111

AAMTジ ャーナ ル



新製品紹介

UNIX対 応英 日翻訳 ソフ ト 「工 ト ラ ン ジ ェ」 (EtranJ)

    ソフ トウエ ア技 術株 式会 社

 日本の国際化が急速に進み、海外の文献情報があ

ふれるように国内に流 入してお りますが、中には貴

函:ノ∫な文献 にもかかわ らず目も通 さず捨 てられてい

るもの も多い、と思われます。そこうした情報社会

の中で、速やかに大事な情報 を受け取 るための道具

として 「EtrapJ」 英 日翻訳 ソフス トはお役 に立つ

と思います。また低価格なが らその翻訳能力はさま

ざまな英文献の読解に大きな力 とな ります。

EtranJの 特 徴

 ・UNIXコ マ ン ドとして利用できる

   Etran JはUNIXコ ンピュータで動作する事

   を意図 しています。ワークステーシ ョンを仕

   事の道具として使用 している方であれば、必

   要 な時にコマ ン ドをたたけば英 日翻訳がで き

   ます 。

    大量 の英 文であればバ ッチ処理がで きます。

   またUNIXの 豊富なソフ トウエア群 と組み合

   わせ て多種 多様 な利用形態 を可能にするため

   に、Etran Jの 翻 訳コマン ドは、標準 入出力

   を採 用 し、他のソフ トウエアとパイプで結合

   した り、多重処理を容易に実現 し、利用者が

   使 い易い環境にユーザ ・カスタマイズするこ

   とが 可能です。

 ・ウイン ドウ ・インタフェース

   また翻訳コマンドにOSF/Motifを 使 用した

   ウ イ ンドウ ・インタフェースを用意 し、対話

   的 に翻訳 したり、ユーザ辞書の更新が容易に

   で き ます。

 ・入出力テキス トファイル

  英 文テキス トはOCR読 取 装置で入力 したも

   ので もオ ンラインで電送 されて きた英文テキ

   ス トファイルでもすでにある周辺装置 を活用

   して作成 したテキス ト・ファイルが利用で き

   ます。

   翻訳 結果は 日本語(EUCコ ー ド)あ るい

   は英 語 ・日本語対訳で出力されます。 この翻

   訳結果 を既存の清書ツールやエデ ィタを利用

   して修 正できます。

仕

・翻訳 方式

 翻 訳方式は句構造木を用いる トランスファー

 式、原文 をボ トムア ップ方式で構造木 を作っ

 行 く過程で、ノー ドが一つ見つかると直ちに

 ノー ドの 日本語訳 を生成 して しまいます。

  簡便 な トランスファー方式であるため翻訳

 ス ピー ドは5万 語/時 間を実現 してい ます。

・翻訳能力 と翻訳カスタマ イズ

 Etran Jは 極 力前編集 を軽減 し、後編集 し易

 い翻訳結果 を出力する事を目指 してい ます。

 翻 訳は文単位で行い、最長120ワ ー ドの英文翻

 訳 します。

  翻訳能力は辞書の充実 と「適訳規則」「文法

 規則」の学習に負う所が大 きいです。

 辞 書は熟語辞書、基本単語辞書 をもってい ま

 す。その他に専門用語を集めた専門辞書がオ

 プ シ ョンとしてあります。

  また、ユーザ辞書を作成 し、有効に活用す

 る事がで きます。

  「適用規則」「文法規則」等の翻訳ルールが翻

 訳 プ ログラム と独立させ てあるため適宜翻訳

 ル ール をカスタマ イズすることができます。

 様

辞 書 類

 熟  語  辞  書

 基 本 単 語 辞 書

 適  訳  規  則

 文  法  規  則

オプション辞書

 情 報 処 理 専 門 辞 書

 医学 ・医療専 門 辞書

 機 械 工 学 専 門 辞 書

 電気 ・電子工学専門辞書

 会 計 ・金 融専 門 辞書

大 き さ

10,000熟 語

50,000言 吾

2,500ノ レー ノレ

3,500ノ レー ノレ

25,000言 吾

30,000言 吾

20,000言 吾

20,000言 吾

25,000言 吾

登録に必要なデ ィスク容量 約3メ ガバイ ト

実行のメモ リーサイズ  約3メ ガバイ ト

aamTジ ャー ナル Zz



hピ ッ ク ス

 投 資減税……政府は緊急総合景気対策 として省力

化税制 を実施す る。 これは7月1日 か ら1年 間の時

限立法であるが、この期間にユーザが導入 した省力

化機器にたい しては税制面での優遇措置(特 別減税)

の 恩典が付与される。機械翻訳システム もその対象

品 目に含まれる。詳細 は官報にて告知 されるが、 こ

れにより機械翻訳 システムの普及が一層促進 され る

ものと期待 される。

 翻訳検定試験 申し込み受付中……(社)日 本翻訳連

盟が認定する第17回 翻訳検定試験(1～3級)が8

月21日 に実施 される。試験科 目は①英文和訳 ②和

文英訳 ③独文和訳の3科 目でこの中から自由に選

択 できる。 また① と② は重複 して受験できる。 また

集合試験の他全国の翻訳家志望者の便宜を考慮 し、

NIFTY-Serveの 特 設機 能上でも受験できる。パソコ

ン受験 についての詳細は7月 上旬に トップメニ ュー

直前の 「お知 らせ」で案内される。 この試験 は辞書、

参考書、 ノー ト等何を見て もよい。試験結果 は2ヵ

月以内に通知 され る。受験料は1科 目1万 円。申 し

込み締報切 日は8月7日 。申込 先は(社)日 本翻訳連

盟(東 京都 中央区八丁堀2-8-10、503-3555-6365)

まで。

 第5回TCシ ンポジウム開催……テクニカル コミ

ュニケーシ ョン協会主催 第5回 シンポジウムが8月

26日 に東京、新宿の工学院大学で開催 され る。テー

マは 「伝 える技術、 もっと優 しく、ユーザに近 く」

となっている。詳細は近 く広報されるが、当協会 も

このシンポジウムに協 力している。

 絵 本翻訳コンテス ト……(株)バ ベル ・プ レスでは

絵本翻訳 コンテス トを実施 している。絵本にかかれ

た英文(翻 訳の世界7月 号に掲載)を 課題 とし、訳文

を募集。応募締 め切 りは6月 末。入選発表は同誌の12

月号に掲載される。問合先はXO3-3295-2306

 新書 「技術翻訳のテクニ ック」(富 井篤著)… …英

文の意味を誤解な く的確 にとらえ自然な 日本語とす

るため にどの ような配慮が必要か、無生物構 文の処

理 を体系的 に具体例 を豊富に盛 り込んで解説 されて

いる。 また機械翻訳システムについても記述 されて

いる。出版は丸善、全国の書店で販売中

 AAMTジ ャーナル英文版……当協会は92年6月

の総会で現在 の協会 名に名称変更 し、会 員組織 もア

ジア太平洋地域 に拡大 し、機械翻訳 システムの普及

啓蒙 に努めている。その一環 としてAAMTジ ャー

ナルの英文版 を発行、海外の会員に送付 している他

国際情報化協 力セ ンターのカウンターバ トナーであ

る各地域の情報化関連機関に設置 されている 「情報

化ライブラ リー」に も継続縦覧出来るように してい

る。80年 代以降アジア各地域への 日本企業の生産 シ

フ トや情報拠点の設置が急増 しているが、それだけ

に翻訳ニーズ も高 く、海外会員 も次第に増加 して来

ている。

新会員の紹介

(個 人 会 員)

貝 塚   泉

末 松  博

立 田 種 宏

八 巻 修 一

Shravan Vasishtn

Leighton K Chong

Dong Zhendong

Wang Qixiang

Jungyun Seo

Keh Yih Su

John Burton

(法 人 会 員)

日揮 株 式 会 社

NECTEC

横 浜 市 南 区 別 所1-14-1(日 揮/業 務 第2部 文 書 サ ー ビ ス)

Ramavi Road Rajthevj Bangkok 10400 Thai land

5045-712-1111

8662-248-8078-84
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委員会活動

理 事 会 92年 第2[・1(3/19)①93年 度事業計画②93年 度収支予算③事務所移転④通常総会開催案

      93年 第2回(5/14)①92年 度事業報告②92年 度決算報告③理事の交替④IAMT対 応策

運営委員会 92年 度11回(3/11)

      93年 度1回(4/13)

         2iロ1 (5/12)

財 務 委 員 会     (4/21)

編 集 委 員 会     (3/24)

企 画広報委員会     (3/26)

①93年度事業計画②93年度収支予算③事務所移転

①92年度収支決算②特別会計報告③協賛案件

①監査報告②研究成果発表会開催案③IAMT対 策

①x員 入退会現況確認②実行予算確認③監査対応

①No.3編 集方針②No. Z英 文版確認③ニューズレター対応

①翻訳フエア収支結果報告

シ ス テ ム 評 価 研 究 会(4/8)

シ ス テ ム 利 用 研 究 会(3/12)

           (4/15)

           (4/23)

           (5/12)

t9 匡艮  、蓄  =ILnn  石ナ『 究  会  (3/29)

           (4/14)

           (5/11)

①翻訳困難例文取 りまとめ②学者コメントと対応策③成果発表会対策

① ヒァリング②アンケー ト実施要綱

① ヒアリング②アンケー ト調査実施方法確認③取 りまとめ日程検討

①アツケー ト集計集中作業②集計概要取 りまとめ

① ヒアリング②アンケー ト集計中閲報告③業界用語調査結果まとめ

①研究方向再確認②研究スケジ1 ル

①小日本語研究②項 目別検討(宿 題)

①小日本語研究②項 目別検討③サーバ化検討

MTサ ミット実行委員会(3/2>

           (4/13)

           (5/14)

   プ ロ グラム委員会(3/24)

   展 示 委 員 会(4/12)

           (5/28)

   広 報 委 員 会(3/16)

           (5/18)

①テクニカルッァー②IAMT総 会対応

①実行予算案見直し②各委員会動向調整

①実行予算案②申込状況確認③補助金状況確認

①プログラム修正確認②プロシーディングフォーマット検討

①出展社確認②技術展示対策③レイアウ ト検討④小間割抽選会開催案

①展示小間割 り抽選会②出展詳細説明

①動員目標検討②協賛団体対応③2ndア ナウンスメント送付先検討

①参加申込状況確認②海外動員策検討

《お詫び と訂正》

前号に誤 りがあ りましたので訂正 します

頁 行    (誤)

14 2 言語 処 理 部

15 44 鳴 海 武 司

23  44  {ナ}東F、1脅1

25 13 7/20バ ンケ ッ ト

AAMTジ ャー ナル

 (正)

削除

鳴海武史

伊藤昌高

7/21

発

所 在

編集委員会

24

AAMTジ ャーナルNo.3(May 1993)

行 ア ジア太平洋機械翻訳協会(略 称AAMT)

地 〒107東 京都港区赤坂7-2-17-305

  麿03-3479-4396/4398FAX O3-3479-4895

  野村 浩郷(委 員長)鳴 海武史 永野文美

  杉 山健司 信田恵壱 亀井真一郎 宮城稚之



   第4回 機 械 翻 訳 サ ミ ッ ト

会  期 平成5年7月19日 ～22日

場 所 ホ テル オ ーク ラ 神戸

※シ ンポジ ウム国際会 議(7/20～22)

  第1[1 招 待 講 演 「機械翻訳技術の最新動向」

      プ ロジェク ト 「CICC多 言語機械翻訳 システム」「Verb Mobile」

      パ ネ ル 討 論 「機械翻訳技術の将 来」

      歓 迎 レセプ シ ョン(18:30～20:00)

  第2日 招 待 講 演 「機械翻訳利用技術の現状 」

      プ ロジェク ト 「音声 自動翻訳電話」「EC Language Project」

      パ ネ ル 討 論 「機械翻訳の評価法 」

      バ ンケ ッ ト(18:30～20:00) 有料@15,000)

  第3日 招 待 講 演 「電子化辞書か ら大規模 知識 べ一スへ」

      プ ロジェク ト 「コーパ スプ ロジェク ト」 「電f化 舌轄;」

      パ ネ ル 討 論 「国際協 力」

      IAMT(機 械翻訳世 界連盟)総 会

◇ ワ ー ク シ ョ ッ プ(7/1gl4:00～17:30)

    テーマ 「機械翻訳 のための知識構 築」

◇ チ ュ ー ト リ ア ル(7/1914:00～17:30)

    テーマ 「機械翻訳 の効果的 な利用法 」

            ①機械翻訳の メカニズム

            ②機械翻訳のケー ス ・スタデ ィ

◇ テ ク ニ カ ル ッ ァ ー(7/1910:00～)

             (株)ATR音 声翻訳通信研 究所 兄学

※ 機 械 翻 訳 展 示 会 《7/19(13:00よ り)～7/22(14:00ま で)》

  出展 団体:KAIST/CAIR(韓 国)・ 国際情報 化協力セ ンター ・ll本 電信 電話 ・

       日本電気 ・日立製作所 ・東芝 ・富士通 ・シャープ ・松 ド電器 ・ATR

       音声翻訳 通信研究所 ・日本電子化辞書研 究所 ・リコー ・カテナ ・ロ

       ゴヴ ィス タ ・ノヴ ァ ・CSK

主催 ・アジア太平洋機械翻訳協会(社)日 本電子工業振興協会




